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Ⅰ はじめに
編みもの（knitting）は、古くから服飾造形や室内
装飾に多く用いられてきた。
手編みには、棒針編み（Knitting）、かぎ針編み
（Crochet）、アフガン編み（Afghan、）（「さいごに」を参
照）などがあるが、なかでも棒針編みやかぎ針編みが、
専門家はもとより一般の人々にもいかに馴染まれてき
たかは、文献や作品集の数の多さを見てもわかる。
ところで、こうしたものの多くは「右利き」の人に
むけて書かれた技法や製作方法であり、「左利き」の
文献をみつけるのは難しい。
それは「右利き」に対して「左利き」が相対的に少
ないことや、多くの著者自身が「右利き」であること
が一因ではないだろうか。
さらに、「左利き」の人に対して、多くの指導者は
「解からない」、「右利きの方法で覚えてもらうしかな
い」という意見である。
いずれにしても「左利き」の人が不自由しているこ
とに変わりない、なにか方法はないのか。
作品製作に起こる問題点を取り上げて、可能性を探
りながら考察してみたい。
Ⅱ 編みものの略史
編みもの、つまりニッティング（knitting）という
言葉はサンスクリット語の網とか糸を織る意味のナ
ヤット（Nahyat）が語源とされ、さらにシンタン
（Cynttan）、ネッテン（Knetten）など、結びつける、
繋ぎ合わせる意の古代英語からの転化といわれ
る（註１）。かぎ針編みは仏語でクロッシェ（Crochet）
というが、これは鈎、またはかぎ針からつけられた名
称である。かぎ針編みのクロッシェに対して棒針編み
をニッティングという。
日本では、かぎ針編み及び棒針編みなどの手編み製
品及びその技法に対してもニッティングという。
編みものの起源は明らかではないが、現在残ってい
る最古とされるものは、紀元前５０００年代の先史エジプ
トの金石併用時代に動物を包んだ織物と言われてい
る。また古代インカの発掘品の中に、紀元前２５００年代
のものと見られる編みと織りの混合裂片が多数見つ
かっている。さらに、推定紀元前１０００年代のものと思
われるスプラングという編物の原型がスカンジナビア
で発見されている。
２世紀半ば以前のものと言われる古代シリアから発
見された編裂片は、毛糸による真の編みものとされて
いる。また４世紀前後には、エジプト・コプト時代の
人形やソックス、帽子があり、これらは棒針によるメ
リヤス編みで作られている。
編みものは、イスラム文化伝播と共にスペインやイ
タリアなどの西ヨーロッパ、さらには十字軍遠征が端
緒となって全ヨーロッパに伝えられた。また、アラブ
の商人によって中近東からインド、アフガニスタン、
チベットなど東方地域に広まって行ったという説（註１）
もある。中世後期からルネッサンスにかけては、手編
み技術の発展期であった（註２）。
いずれにしても古来より広い地域で用いられたこと
は確かなようである。そして伝達の過程で独自の技法
や模様が生まれていった。
かぎ針編みの起源も不明の点が多いが、１５世紀にイ
タリア・ジェノバの、黒のビロード地に糸をはわせた
ものが原型といわれる。１６世紀になると、縫い針を用
いたベネチアンレースが発達し、かぎ針の使い方も工
夫されるようになる。１９世紀末の作品としては、ユー
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ゴスラビアでは靴下が、イギリスではミサ用の入れ物
など、かぎ針編みの原型と思われるものが見つかって
いる（註３）。
わが国における編物は正倉院御物のなかに漁業用の
網を描いたものがあり、服飾としては鎌倉時代の衛士
がつけた脚絆や一遍上人遺物に残された編み衣などが
知られている（註４）。
現在私たちが用いている編みものは、１６世紀後半、
キリスト教伝来と共にポルトガル人がもたらしたもの
といわれる。江戸初期『洛陽集』の俳句の中にも「メ
リヤスの足袋」という文字をみることが出来る。
明治時代には手袋、マフラーなどが家庭の手芸とし
て、大正１１年頃にはさらに一般化し日常着としてもお
おいに編まれた。
Ⅲ 編み糸と編み針
編み糸について
羊毛やアンゴラ、カシミアなどの動物繊維、木綿、
麻などの植物繊維、またポリエステル、ナイロン、ビ
ニロンなどの化学繊維、そして金銀糸などの無機質繊
維を１本、あるいは数本を撚り合わせてある。
棒針について
２本、４本、５本、輪針があり、２本針は片方が尖
り、もう片方は玉が付き反対側から編み目が抜け落ち
ないようになっており、平面の往復編みに用いる。４
本、５本および輪針は、両端とも尖っており輪に編む
ものに用いる。ただし４本針、５本針は片側に専用の
ゴムキャップを装着すれば２本針のような用い方もで
きる。素材は竹、軽金属、プラスティックがある。
かぎ針について
１３～１５㎝ほどの棒状に片方または両端に鈎形がつい
たものである。素材は軽金属、プラスティック、竹、
骨がある。
編み糸と編み針
編み針の号数は、糸の太さや編み幅（かぎ針編みを
除く）で決める。糸玉に記された「参考使用針（号数）」
を参考にする。
Ⅳ 編み図の表示方法
編み図の表示には、国や地域で異なった表現がされ
ている。
棒針編みは、イギリスやオランダを始めとする多く
の地域では、K（knit stitch）、P（Purl stitch）など
の編み目の頭文字を用いる。たとえばK２なら表目を
２（目）、P３は裏目を３（目）という意味である。K、
Pなどの記号をいれた解説のイギリス（図１）（註５）、
記号で表示するのはオランダ（図２）（註６）である。し
かし伝統のフィツシャーマンセーターには｜（表目）
と―（裏目）の記号を用いたものもある。
独自の編み目模様を記号で表示するのはアメリカ
（図３、図４）（註７）、北欧（図５）（註８）、そしてドイツ
（図７、図８）（註９）などに見られる。
かぎ針編みは、イギリスを始めとする多くの地域
は、記号を用いず製作の過程を文章（図９）（註８）にし
ている。そうしたなかに、独自の編み目記号を用いる
のはドイツ（図１０、図１１）（註９）である。なお図１～図
１１は各書籍からの転写（註４～註７を参照）による。
わが国は、独自に作られた日本工業規格、JIS の編
み目記号を用いている。そして表から見た状態で記さ
れている。
編目記号は技法や模様を正確に伝達すると共に、い
つでも再現ができ、模様もイメージできる。
なお、ここでは編み目記号を用いた図を「編み図」
とした。
Ⅴ 左利きの人の編みものの方法
「左利き」を指導する人達（筆者を含む）の意見を
まとめると次のようである。
１－右利きの方法で覚える。
２－棒針編みはイギリス式（註１０）にする。
３－編み目技法を鏡に映し、それを見ながら編む。
４－指導者（右利き）の真向かいから作業を観察し
ながら編む。
しかし、以上には次のような問題点がある。
１－反利き手での作業は困難である。
２－イギリス式（棒針編み）にすると可能である。
しかし反利き手のため作業しにくい。
３－鏡に映しながらの作業は面倒である。
４－指導者が不在の場合、また指導者（右利き）が
左利きの間違いを正すのは困難である。
その１解決策として、３及び４については「鏡像
画（註１１）」であれば可能ということになる。そして２も
鏡像画にして利き手の作業のほうが楽ではないか。し
かし鏡像画では出来ないものもある。
以上から「鏡像画」でサンプルを製作しながら、問
題点および解決策を探る。
先に棒針編み、そのあとにかぎ針編み、また「さい
ごに」でアフガン編みの方法についても、ごく簡単で
はあるがふれてみた。
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［編み目の表示方法］（日本を除く）
棒針編み
図１ イギリス 図２ オランダ 図３ アメリカ
図４ 編み図
図８ 編み図
図５ 北欧 図６ 編み図（下） 図７ ドイツ
かぎ針編み
図１０ ドイツ図９ イギリス
図１１ 編み図
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図１２ Aの部分を輪にくぐらす
必要な糸の長さ
中細及び並太毛糸―必要目数×１＋２～３０㎝位
極太及び超極太毛糸―必要目数×２＋２～３０㎝位
図１３ Bの部分を親指にかけて（３）の形に持ち、作り
目を始める
図１４ ①②の順に矢印のようにすくう
図１５ A親指にかけた輪の中に③と通し、親指を抜いて
１目完成。また①から繰り返す
１回むすぶ
針を１本抜く
図１６ １回むすび１本針を抜いて、出来上り
（伏せ目）
メリヤス
編み
ガーター
編み
（作り目）
作り目 １４
図１７ 編み図（左利き）
Ⅵ 棒針編み
作り目をする（図１２～図１６）（鏡像画）
（１）
（２）
編み目は、表目と裏目を基本に、多くの編み目（技
法）が出来ている。
「編み図」は表側から見た組織図を表示すことになっ
ている。つまり奇数段は表示記号、偶数段は表示と反
対の記号で編むことである。しかし模様を解かりやす
くするために偶数段の編み目記号の省略や、作り目を
してすぐ模様に入るものもある（図４３）。まず製作に
入る前に作り目（図１２～図１６）をし、つぎに表目と裏
目の基礎編みを「鏡像画」で試みる。
なお模様図の左右の→印は、編む方向を示し、（左
利き）、（右利き）の表示は製作者を示す。
サンプル１－基礎編み（図１７～図２３）
最も基本となる、表目（｜）と裏目（―）の技法で
ある。
「図１７」を見ると、１段目は｜（表目）表示である。
しかしその横に「作り目」と記されている。この場合、
表目の表示でも「作り目」をする。２段目は―（裏目）
であるが偶数段なので、反対の記号、表目を編む。つ
まり往復とも表目編みである（ガーター編み（模様）
という）。また、９段目からは、奇数及び偶数段も｜
（表目）の表示である。１０段目は偶数段であるから反
対の記号、つまり裏目を編む（メリヤス編み（模様）
という）。
（３）
（４）
（５）
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問題点－「鏡像画」で製作可能か。
結果－いずれも問題なく製作出来る（図２３）。
［表目｜］ （鏡像画）
（１） （２）
［裏目―］
（１） （２）
編む方向
→
編む方向
→
図１８ 糸を後ろ側に置き
矢印のように針を
入れ、糸をかけて
手前に引き出す
図１９ 出来上り 図２０ 糸を手前に置き、矢
印のように（後ろか
ら）針を入れる
図２１ 上から糸をかけ
後ろ側に引き出
す
（３）
図２２ 出来上り
（伏せ目）
図２３ 基礎編（左利き）
サンプル２－交差編み（縄編み）（図２４～図３９）
（作り目）
作り目 １４
図２７ 編み図（右利き）と編む方向（←、→）
図２４ 左上交差編み（右利き） 図２６ 同（左利き）
（作り目）
図２５ 鏡像画で編む
（左利き）
作り目 １４
図２８ 編み図（左利き）と編む方向（←、→）
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（１） （２） （３）編む方向
←
図２９
図３０ １、２、３を縄編み針に
取り、後ろ側に置く
図３１ ４、５、６を編み、続け
て１、２、３を編む
図３２ 出来上り
（１） （２） （３）編む方向
→
図３３ 図３４ 図３５ 出来上り
（右上３目交差）
（１） （２） （３）編む方向
→
図３６
図３７ １、２、３を縄編み針に
取り、手前に置く
図３８ ４、５、６を編み、続け
て１、２、３を編む
図３９ 出来上り
図４０ 模様編み（右利き） 図４１ 鏡像画で編む（左利き） 図４２ 模様編み（左利き）
サンプル２は、縄編み模様で知られる編み方である。
まず「右利き」、次に「鏡像画」で編んだもの、そして「確定（黄色）」した編み方である。
なお記号図「図２９」、「図３６」の→、←は編む方向を示し、編み目記号の上下にある数字は編目の移動を示したもの
である。
［左上３目交差 ］
「右利き」
「鏡像画」
問題点－「鏡像画」を用いた結果、反対の交差（右上３目交差）になった（図３３～図３５）。
解決策－「編み目記号を鏡像画」にし、それを（右上３目交差）「鏡像画」で編む（図３６、図３７～３９）
「確定」
参考［右上３目交差 ］１、２、３を縄編み針に取り、後ろ側に置き順に編む。
サンプル３－２目１度を入れた模様編み（図４０～図５２）
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（１） （２） （３）編む方向
←
図４４ ２目左側からに
針を入れる
図４５ ２目を１度に表
目で編む
図４６ 出来上り
（１） （２） （３）編む方向
→
図４７ 図４８
（１） （２） （３）編む方向
→
図５０ 右の目を編まず
に針にとる
図５１ 次の目を表目に編み
前の目にかぶせる
図５２ 出来上り
サンプル３は、左上２目１度、右上２目１度、かけ
目（○）入れた模様編みである。
編み図（図４３）は偶数段を省いて記してある。
まず、「右利き」、次に「鏡像画」で編んだもの、そ
して「確定（黄色）」した編み方である。
［左上２目１度 ］
「右利き」
「鏡像画」
問題点－鏡像画を用いた結果、反対のかぶせ（右上２目１度）になった（図４１）。
解決策－「編み目記号を鏡像画」にし、その編み目記号を、「鏡像画」で編む（図４２、図５０～図５２）。
「確定」
参考［右上２目１度 ］（伏せ目ともいう）２目左側から針を入れ、２目を１度に表編みする。
［棒針編み・まとめ］
各編み目記号を「鏡像画」で試みた結果、つぎのよ
うな結果がでた。
表目（｜）、裏目（―）そしてかけ目（○）やねじ
り目（ ）は、単独つまり「１目の編み記号は鏡像画
の製作が可能」である。ただし、ねじり目は根元の部
分は反対の交差になる。
また２目をつかった編み目記号、左上２目１度
（ ）、右上２目１度（ ）また左上交差（ ）、右
上交差（ ）、また３目をつかう左上３目１度（ ）、
右上３目１度（ ）は、いずれもかぶせが反対になる。
しかし、中上３目１度（ ）は目を交差しないために、
そうした問題はなかった。
多い目数を用い、編み目の位置が移動する（縄編み）
左上３目交差（ ）や右上３目交差（ ）
は、縄の傾斜が反対になる。
つまり「２目以上の編み目で、編み目が移動するも
のは、交差やかぶせ、また縒りが反対になる」。
解決方法は、まず「編み目記号を鏡像画にし、その
編み目記号を鏡像画にして編む」。
また縄編みは別の方法として、左から右側に「図３６」
の下につけた数字順に、まず１、２、３を縄編み針に
取り、それが前側か、または後側にあるかを確認、配
置し、左から右に順（（図３６）の上段の数字）に編む
方法でもよい。
図４３
編み図（左利き） 作り目
作り目 １９目
図４９ 出来上り（右上２目交差）
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図５５ 図５６ 図５７
Ⅶ かぎ針編み
かぎ針編みは、鎖編み目、細編み目、長編み目を基
本に、多くの編み目記号（技法）がある。
編み目記号には表目、裏目の区別はないが、例外と
して引き上げ編み目がある。
また、主となる模様の表側が作品の表側になる。
基礎編み（図５８）をはじめ、編み目記号を見ると、
単独つまり１目の技法で構成されている。つまりかぎ
針編みも「鏡像画」の製作が可能ではないか。
製作に入る前に鎖編み目で作り目（図５３～図５７）を
し、細編み、長編みの順に「鏡像画」で試みる。
（３） （４） （５）
サンプル１－基礎編み（図５８～図８２）
必要な数の作り目をして目を拾っていく。その方法
に２方法（図６１）ある。
初心者は、目の拾い易いAであるが編み目が伸び
やすいのが欠点である。それを補うには必ず２本拾
う。Bは鎖の裏山目を拾い難いのが欠点だが、鎖目が
縁に残るために縁編みが省ける。通常はBを用いる
事が多いが、ここでは初心者用にAの方法で記して
ある。
目の拾い方
図６１
編み図（図５８）を見ると、図の左右
に鎖編み目がある。これを「立ち上が
り目」という。
立ち上がり目は、たとえば、細編み
目は鎖編み目が１つ、中長編み目は２
つ、長編み目は３つ（図５９、図６０の中
央）というように、編み目の丈（長さ）
で異なる。また、立ち上がり目は、そ
の段の編み始めを示す。編み図の→は、（左利き）の
編む方向を示す。
［細編み目 ］（鏡像画）
作り目をする（鏡像画）
（図５３～図５７）
鎖編み目（ ）
（１）
図５３
（２）
図５４ 作り目８目
図５８ 編み図（左利き）
図６０ 基礎編み
（左利き）
図５９ 同（右利き）
（１） （２） （３） （４）
立ち上り目
図６２ 作り目（８目）をし、
矢印に針を入れる
図６３ 糸をかけて抜く 図６４ さらに糸をかけて抜く 図６５ １段目出来上り
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［長編み目 ］（鏡像画）
問題点－図５９（右利き）と比較すると図６０（左利き）は長編み目、とくに長々編み目に捩れが目立つ
そして編み目の傾斜が反対になる（図５９～図６０、図８０～図８２）。
参考［長々編み目 ］や［中長編み目 ］も同様に「鏡像画」にして編む。
サンプル２－玉編み目の模様編み
＊玉編み目の表側の面が作品の表側になる。
［長編み５目の玉編み目 ］（図８３～図８５）
（５） （６） （７）
図６６ 図６７ ２段目の立ち上がりを
し、矢印に針を入れる
図６８ 終りのとり方 図６９ 針を入れ
る位置
図７０ 出来上り
（１） （２） （３） （４）
図７１ 糸をかけて矢印に針
を入れる
図７２ 糸をかけて２つ引き
抜く
図７３ また糸をかけて引き
抜き、出来上り
図７４ つぎに進む
（５） （６） （７）
図７５ １段目出来上り 図７６ 立ち上りをし
（１）からくり返す
図７７ 針を入
れる位置
図７８ 出来上り 図７９ 針を入れる位置、２
方法
図８０ 長編み及び長々編み（左利き）左
図８１ 同 （左利き）中央
以上２点、モヘヤー糸
図８２ 同 （左利き）右
ソフト毛糸
図８４ 玉編み（左利き） 図８５ 同（右利き）作り目１３目
図８３ 編み図（左利き）
問題点－図８５（右利き）と図８４（左利き）を比較すると、玉編み目が反対の傾斜である。
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サンプル４－小花のコサージュ（図９３～図９６）
図の見方と作り方（左利き）
「編み図」の見方は通常と反対、つまり時計まわり
に見る。
１－作り目をする（輪で作る方法）
（図８９～図９２）
２－１段目（図９３）①－輪の中に（細編み目（ ）
をし、大きめの鎖編み目（ ）を２つ）を、５回
する。
３－２段目②－１段目の細編み目に引き抜き目（ ）
をし、１段目の鎖編み目２つの穴に、細編み目、
鎖編み目、中長編み目（ ）、長編み目（ ）を
２つ、中長編み目、鎖編み目、細み目をし、１段
目の細編み目に引き抜編み目をする（花びら１枚
完成）。以上を５枚作り完成。
サンプル３－引き上げ編み目の模様編み（図８６～図８８）
引き上げ編み目は鈎針編みで、由一、表目と裏目がある。
表目は表側から、裏目は裏側から柱をすくって（編目にいれない）長編みをする。
［長編み表引き上げ編み目 ］
［長編み裏引き上げ編み目 ］
図８６ 編み図（左利き）左
図８７ 引き上げ編み目
（左利き）中央
図８８ 同（右利き）右
作り目 ８目
問題点―「図８７（左利）」と「図８８（右利き）」を比較すると編み目の傾斜（縒り）が逆（反対）である。
これまでは同じ編み目記号、もしくは「玉編み目」や「引き上げ編み目」を入れたものでも、編み目の丈が同じ
のもので見てきた。では丈の異なったもの、つまり異なった編み目記号を組み合わせた場合でも問題点は同じか。
円形編と往復編みのコサージュで見てみる。
まず輪で作る方法で作り目をする。
円形編み
作り目をする（鏡像画）（図８９～図９２）
（１） （２） （３） （４）
図８９ 矢印の方向に２回巻く 図９０ 輪の中から糸を引き
出す
図９１ 糸を引き出す 図９２ もう１度糸を引く
（はじめの１目になる）
図９３ 編み図（左利き）左
図９４ 小花（左利き）左下
図９５ 同（右利き）右下
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サンプル５－立体花のコサージュ（図９６～図９７）
作り方
作り目をして、往復編みを２段した後、端糸で作り目の部分を拾い、糸を引きしめ形をととのえる。
問題点－長さが異なる技法を組み合わせた場合、捩れや傾斜が反対になる点はどうか。
結果－小花（図９４（左利き）、図９５（右利き））は、鎖編み目、細編み目、中長編み目、長編み目、引き抜き目
などの編み目記号が入ることで捩れや傾斜が反対になる欠点は感じられない。ただし、最後（２段目）の
縁の鎖目が反対方向を向く。また、立体花（図９６）は、さらに捩りが多い長々編み目（ ）が入った作品
であるが、捩れや反対の傾斜の欠点は感じられない。
［かぎ針編み・まとめ］
編み目記号は、１目の編み目、またその応用の技法
であることから、「鏡像画」で試みた結果、製作可能
であった。
しかし、次のようなことが問題点として出てきた。
それは編み目の捩じりと、編み目の傾斜が逆（反対）
になる点である。
基礎編み（図８７、図８８）から、その問題点を見てい
くうちに、捩じりの問題は、毛糸自体の縒りと数回に
わたって引き抜くことで、さらに縒りがかかるためで
ある。特に長編み目（ ）、長々編み目（ ）（図８７）
は引き抜く回数が多いためにその現象が強くでる。そ
の反対に細編み目（ ）や中長編み（ ）は引く回数
も少ないため、その欠点はあまり感じられない。
また長編み目や長々編み目は、その捩じれの関係か
編み目の丈が短く感じる。少しゆるめに編むようにす
れば多少は解消する。
もう一つの問題は捩じりが逆（反対）になる点であ
る。長編み目、長々編み目や引き上げ編み目（ 、 ）
（図８７、図８８）などは特にその現象がでる。また玉編
み目（ ）（図８７、図８８）は、玉編みごと逆（反対）
の傾斜になる。これらは左利きの左から右方向に編む
ことが原因である
しかし、編み目の丈（長さ）の異なった編み目記号
を組み合わせた小花や立体花（図９４、図９６）は、捩れ
や傾斜の欠点はわかりにくい。ただし最後の段の縁に
見える鎖目が逆方向になる点は、左利きの左から右方
向に編むためである。
かりに、捩りや反対の傾斜の問題だけを考えるな
ら、その緩和に編み糸がある。たとえばモヘヤー毛糸
（図８０、図８１）は毛足があるために、糸の捩れは目立
たない。さらにソフト毛糸（図８２）は縒りが甘く、ま
た糸自体が柔らかいために、縒りや編み目の傾斜の欠
点はほとんど感じられない。しかし捩れや傾斜の欠点
を補うものの、編み目（模様）の特徴は減少する。
Ⅷ まとめ
左利きの人の方法として鏡像画を用いた。棒針編み
とかぎ針編みをまとめると、つぎのようになる。
編み方について
棒針編み－編み記号が「１目の場合は鏡像画」で
製作が可能である。
しかし２目以上のもので、編み目が移動（交差）
するものは、鏡像画にしただけでは交差、かぶせ、
縒りは反対になる。その解決方法は、「２目以上で、
編み目が移動、交差するものは編み目記号を鏡像画
にし、その編み目記号を鏡像画」にして編む。
かぎ針編み－「鏡像画」で製作可能である。
出来上がりの形状について
棒針編み－問題なく出来上がる。
かぎ針編み－編み目、特に長編み長々編みのよう
な丈（長さ）のあるものに捩れが目立つ。また捩れ
のために丈に多少の縮みを感じる。また編み目の傾
斜が反対になる。
しかし丈の（長さ）の異なった編み目記号で構成
されるものには、その欠点は殆んど気にならない。
ただし終わりの段の縁にでる鎖目は反対方向（左か
ら右）になる。
編み糸について
棒針編み－問題なく製作出来る。
かぎ針編み－糸自体の縒りが強いと、長編み目と
作り目２３目
図９７ 編み図
図９６ 立体花（左利き）
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くに長々編み目など丈（長さ）のあるものに、捩れ
が強く出る。モヘヤーのような毛足のあるものや、
縒りの甘い糸は前者に比較するとその欠点は少なく
なるが、編み目（模様）の特徴も減少する。
右利き用の編み図を編むには
編む方向は左から右側である。
棒針編みは、「かぶせや交差の編み目記号にきたら、
まずその編み目記号を反対（鏡像画）にする。そして、
その編み目記号を鏡像画で編む」。
かぎ針編みも同様であるが、立ち上がり目が左右反
対の位置になる。
試料
棒針編み
使用糸 １－メンズクラブマスター（極太毛糸）
素材－ウール６０％、アクリル４０％ （株）ハマナカ
２－ジョンメモリー（並太毛糸）
素材－ウール６５％、アクリル３５％（株）オリンパス
使用針 １及び２とも１０号針
かぎ針編み
使用糸－１－エクシードウールL（並太毛糸）
素材－ウール１００％、（株）ハマナカ
２－モヘヤーボヌール（モヘヤー中細毛糸）
素材－モヘヤ ５ー０％、アクリル５０％（株）三葉屋
３－フィル・アニーブラッド（モヘヤー中細毛糸）
素材－ウール４９％、モヘヤ ３ー８％、ポリエステル１３％
（株）三つ葉屋
４－サンロッコー（ソフト並太毛糸）
素材－アルパカ５３％、ナイロン２５％、ウール２２％
（株）パピー
使用針 １、２、３、４とも７／８号
さいごに
初めて棒針編みやかぎ針編みを手がける左利きの人
に、どのように伝えるか。指導する（右きき）側にとっ
ての課題であった。左利きゆえに不可能と思っている
人に是非試みて欲しい。
「アフガン編み」については、かぎ針編み同様、１
目の編み記号、あるいはその応用である。したがって
「鏡像画」にすれば可能である。しかし交差（×）は
反対の交差、ねじり目は反対のねじりになる。そして
表編み目（｜）の縦線が、ごく微かではあるが反対の
傾斜になる。
かぎ針編み及びアフガン編みは、出来上がりの形状
は（右利きと比較すると）多少の違いはあるが、これ
を作品として見るかぎり、それを問題にするほどのも
のではないと筆者は考える。
最後に、今回の研究にご協力いただいた北九州市在
住の田中高子さん、本学学生の藤田朝美さんにあらた
めて感謝したい。
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１０ イギリス式編み方
棒針編みの方法は２通りある。編針を左右それぞ
れに持つことは同じであるが、１つは右針で左手人
差し指にかけた糸をすくう「コンチネンタル式」、
あるいは「ドイツ式」で現在私たちが最も多く見る
方法である。もう１つは右手に持った針に右手で糸
をかけ、その糸を引き出す「イギリス式」である。
一般的には、早く編むには前者で、後者（イギリス
式）は編み目がかたくなる。
１１ 「鏡像画」 鏡に映した画像のこと。「鏡像画」
にするには鏡像画の取れるコピー機を用いる。ある
いは、一般（家庭用含む）のコピー機で、編み目記
号および作業工程をトレーシンングぺーパー（デザ
インペーパー）にコピーし、ペーパーの裏側から見
て理解する
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